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環境に優しい乗り物として自転車が注目を集めている。しかし、その自転車を利用する環境は満足のでき

るものではなく、その大きな要因の一つが利用者の行動である。こうした現状の改善のため、我々は駅周辺

の自転車利用環境の改善策に取り組むこととした。視察の結果、状況が悪いと判断したＪＲ水前寺駅に絞り、

インタビューと台数調査、駐輪場美化実験を行った。これらの結果を踏まえ我々は、駐輪場の利用状況に課

する問題は水前寺駅と熊本市の意思疎通不足、利用者のマナーの欠如、改善に向けた取り組みが継続できて

いないことの三つに要因があると結論付けた。この要因を解決するために駅、市、市民が改善に向けて共同

するための協議の場を設けることを進言する。

１．はじめに

地球温暖化が深刻な世界的問題といわれて久しい。そうした中で、ガソリンや電気を使

わない乗り物として自転車に注目が集まっており、社団法人自転車協会の調べによると、

我が国における自転車保有台数は年々増加し、2008年度は約7,000万台に達している。環

境にやさしい乗り物として、今後ますます需要の増加が見込まれるが、その自転車を利用

する環境は決して満足できるものではなく、その大きな要因の一つが利用者の行動である。

熊本市の場合特に、利用者の多い駅周辺の駐輪場では、自転車が駐輪スペースからはみ出

し通路を塞ぎ、多くの自転車が長期間放置されている状態が恒常化している。ルール無視

の駐輪が一台あることによって、その周りに同様の駐輪が増えていくという負の連鎖も見

られる。こうした現状改善のため、我々は調査を実施し、快適な駐輪環境の整備へ向けて、

学生という視点から提言することを目指した。

２．方法

我々は今回の提言を行うにあたって、まず駐輪場の現状を把握する必要があると考え、

メンバー内で特に状況が悪いとの声があったＪＲ水前寺駅及びＪＲ竜田口駅の現状を視察

した結果、状況が悪いと判断したＪＲ水前寺駅に絞り調査を行うこととした。

－９１－



調査方法としては水前寺駅の駅職員、近隣住民、さらに利用者へのインタビューを実施

した。また、ＪＲ水前寺駅の駐輪場において、朝及び夕方のラッシュ時を避け、平日と休

日に分けて２日間の台数洲査を行った。さらに、調査で見えてきた結果を基に簡易にでき

る物理的な誘導方法を実験的に検証した。

３．調査方法

(1)水前寺駅の概況

水前寺駅は、熊本県熊本市中央区水前寺一丁目にある、九州旅客鉄道（ＪＲ九州）豊

肥本線の駅である。同駅には北口側及び南口側にそれぞれ駐輪場がある。（図１参照）

．*

図－１水前寺駅北口駐輪場概略図

②インタビュー調査結果

インタビュー調査の結果、この駐輪場の利用者のうち学生が｢'7める割合が非常に高い

ことがわかった。駅周辺には大学や高校が多数あり、水前寺駅駅長の話によると、北口

の駐輪場では学生のマナーは悪く、多くの自転車が放置された状態は長期にわたるもの

であるとのことだった。これまでも、動いていない自転車に「放置禁止」の紙を貼り付

けたり、駐輪違反の、転車を移動させたりするなど駅側が改善に向けた努力をしている

ものの、改善は見られない。また、放置自転車の処分に関しては、駅側と市側の見解に

すれ違いがみられた。駅側は放置自転車を自由に処分することは難しいと市側から指摘

されたとし、そのため、処分できない自転車を別の場所で保管している。一方、市側は

ＪＲの私的所有地内に放慨された自転車の処分は駅の|と1曲裁欽に委ねられるものである

との見解であった。

さらに、地元自治会が複数人で自転車の整理をボランティアで行うことがあったとい

うが、人数が集まらない等の問題が生じ長続きしなかった。現在は自治会の役員が見回

りや時には整理を行ってはいるが、単独の場合が多く、整理に対し難癖をつける利用者

がいるとの声もあった。

⑧駐輪場の台数測定の結果

ＪＲ水前寺駅の駐輪場において、朝及び夕方のラッシュ時を避け、平日と休日に分け
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て２日間の台数調査を行った。（結果を表１，表２にまとめて示した｡）

表－１平日（９月６日）の台数

午前６時半 午前９時 午後４時 午後７時

北口駐輪場 ３８７台 ２９４台 ３０９台 ３４３台

<内バイク台数〉 <５台〉 <５台〉 <４台〉 〈２台〉

南口駐輪場 ３６３台 未調査 ２５６台 ３０４台

<内バイク台数〉 <１ｏ台〉 <１７台〉 <１４台〉

表－２休日（９月８日）の台数

午前６時半 午前９時 午後４時 午後７時

北口駐輪場 ３９５台 ３９０台 ３８５台 ３９７台

<内バイク台数〉 <３台〉 <３台〉 <２台〉 <２台〉

南口|駐輪場 ３６０台 ３２０台 ３３８台 ３７９台

<内バイク台数〉 <１２台〉 <１１台〉 <１０台〉 〈１２台〉

この結果から、休日は台数の変動があまりなく、平日は利用者が多いため、変動幅が

大きいと推測できる。

次に、ＪＲ水前寺駅北口の駐輪場は先に示した図１のようになっており、その中の青

色で示した北口の入り口に近い部分に写真－１，写真一２のように、駐輪が集中してお

り、入り口から遠い黄緑色の部分には、写真一３のようにあまり駐輪されていない。こ

れは、入口から二輪車で入った利用者が奥へ進まずに入り口付近に駐輪し、後から入っ

てくる利用者の駐輪スペースを遮ってしまう状況をつくっている。また、駐輪場所に設

けられた白線を無視したはみ出し駐輪も多く、駐輪禁止区域における違反駐輪によって

エレベーターや近くの公園への通路を塞いでしまい、駐輪場利用者以外の通行者にも迷

惑がかかっている。以上から、収容台数は不足しているというわけではないが、利用者

のマナーの悪さから駐輪状況が悪化しているとの実情が確認できた。細長い駐輪場であ

る等の構造的な問題はあるが、状況悪化の大きな要因は利用者のマナーの悪さにあると

考えられる。

識蝿！ 》繍雲
､唖釣

写真－１：入り口付近の駐輪の様子（１） 写真－２：入り口付近の駐輪場の様子（２）
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写真－３：駐輪所の奥側の梯子

４．駐輪場美化実験

(1)駐輪場美化実験の意図

我々は駐輪場の利用者のマナーの悪さは現状の劣悪な駐輪場の状況により誘引されて

いるのではないかと考え駐輪場の美化により利用者のマナーはどう変化するか考察する

こととした。

②駐輪場美化実験の具体的な方法

駐輪場の現状として、眺輪スペースは白線で|州lまれているだけであまり目立たず、駐

輪禁止も明確な表示がなかった。故に、駐輪禁止スペースと白線の駐輪スペースをはっ

きり区別し、通路には通路と分かるように緑色のテープで矢印や外線を作った。そのう

えで、北口駐輪場の入Ｉ|付近の駐輪禁止スペースに置かれた自転巾を図－１の黄緑色の

場所に移動させ、Ifl線のスペース内に、当会が独自に北口駐輪場を測量した結果、自転

車を整然と並べられるとともに、収容能力を極度に低下させないと考えた35cm間隔で、

テープを使い白線を引いた。（写真－４参照）

９月29日（日）に北口中心上の駐輪スペースにテープで白線等を引き、翌日の９月30日

（月）から10月５Ｈ(土)までの６日間で、自転車の駐輪状況がどう変化していったかを記

録した。

写真－４：白線を引いた駐輪所の様子
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靖

また、駐輪場内の駐輪禁止スペースには、赤いテープで｢駐輪禁止｣の表示を設け(写

真－５）、駐輪場隣りにある公園への通路には自転車を置かないよう、同じく赤いテー

プで駐輪禁止の「×」印を設けた（写真－６）。
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⑧駐輪場美化実験の結果

駐輪場整理後の９月30日（月）＜実験１日目＞と10月１日(火)＜実験２日目＞は、午前

７時頃と午後５時半頃に我々のサークルメンバー数人が駐輪場内に立ち、駐輪スペース

外の自転車の移動や利用者へのあいさつなどを行った。以下の２枚の写真は、実験開始

前と実験中の駐輪場入口の自動販売機付近の様子を服影したものである。

》
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可

写真－７：８月30日（金）午後５時半頃く実験前＞
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訂＝-－

ｋ，毒一罫

写真－７と写真－８を比較すると、実験中には、駐輪場入口に駐輪されている自転車

がなくなったことがわかる。

実験１日'１．２日Ｍの午前７時、午後５時半頃の状況を表－３にまとめた。

表－３駐輪場の状況

．
凄
』
》

(記号)○：通路や駐輪禁止スペース内に駐輪したのが10台未満、

△：１５台未満（10台～15台)、

□：２０台未満、

×：２０台以上

この実験により、駐輪禁止スペースに止められた自転車や通路に止められた自転車は、

実験開始前と比べ大'''1,1に減少した。特に実験の効果が見えたところは駐輪場内の通路

(写真－９、写真－１０を参照）及び駐輪場隣りの公園への通路（写真－７、写真－８を

参照）である。

さらに、我々は実験''１，駐輪場利用者にヒアリングし、利川者の認識を探った。「使

いやすくなった。×印のおかげで、駐輪禁止の区域にとめる自転車が減り通路を通りや

すくなった」｜社会人・男性｝や、「一つひとつ駐輪スペースが区切ってあって自転車を

とめやすかった」｜大学'1ｋ．女性｝との肯定的な声が多くを,Iiめる一方で、「実験で貼ら

れたテープの間隔が狭く、｜fI転車が倒れそうで怖い」｜社会人・男性｝との声もあった。

駐輪スペースの間隔などは今後の検討課題である。
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写真－１０：８月30日（金）午後５時半頃

10月２１－１（水）＜実験３１~１月＞から５日（土)は、迷惑I』I転〕に等の整理を行わず、駐輪場の
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状況を観察した。駐輪場の整理を行わなかった４日間は、迷惑駐輪の自転車の台数が整

理していた日に比べ増加した。また、水前寺駅北口駐輪場では駐輪禁止となっているバ

イクも数台見られるようになり、帰宅ラッシュが終わった頃の迷惑駐輪の台数が１番多

く、通勤時間前も多いことが分かった。そのため、駐輪場の改善には、通勤時と帰宅ラッ

シュ時に駐輪場の監視員を置くこと、駐輪場の整理を頻繁に行うことが重要であると考

える。

５．政策提言

(1)実験結果を踏まえた分析

これまでの我々の調査で判明したことは以下の３つにまとめることができる。

一つ目は水前寺駅と熊本市の駐輪場問題に関する意思疎通不足である。駅側は駐輪場

の整備を市側に要請しているが、市側はＪＲの私有地である駐輪場を整備するのは筋が

通らないとしている。さらに、放置自転車の処分を巡って食い違いが生じている。駅は

放置自転車の処分は問題があると市職員から助言されたとし、一方市の自転車対策室は

放置自転車の処分は駅の裁量によって自由になし得るとの見解を示している。

このような認識の棚嬬が駐輪場の問題について駅が円滑に対策を講ずることの妨げと

なっていると考えられる。

二つ目は駐輪場の利用者のマナー違反、そして利用者の大半を占める学生のマナーの

欠如である。今回の調査では明らかに卒業後放置したままと見られる車両を何台も発見

した。このような悪質なケースは駅や周辺住民も指摘している。学生のマナー向上は駐

輪場の問題を解決するためには必要不可欠である。

三つ目はこれまで駅そして周辺住民が試みた改善の取り組みの効果が継続出来ていな

いことである。今回我々が行ったような取り組みだけでは利用者のマナーは向上せず、

問題の終局的解決にはつながらない。解決には複数人が駐輪場に定期的に立ち、整理等

を行うことが必要であると考えられる。

②提言

以上の調査結果の考察を踏まえ、我々は長期的観点から、駐輪場の問題解決のための

協議の場を設けることを提言したい。具体的には民間事業者たる駅、行政主体たる市、

そして利用者として市民（特に近隣の学校）が改善に向けて協同する必要があると考え

る。現状では改善に向けて駅と周辺住民のみが活動を単発的に行っているのみである。

改善のためには利用者たる市民（特に生徒や学生）の参加と行政主体としてこのような

問題に対処してきた市のノウハウが必要になる。この協議を通じてお互いの問題認識を

一致させ、今後の解決の方向‘性を定めることが駐輪状況の改善につながるだろう。また、

放置自転車の処分を如何にするかは避けがたい問題として存在する。故に、まだ使える

自転車については、その売却によって処分費用の抑制を図るべきであり、自転車販売事

業者にもこの協議会に加わって放置自転車の新たな販売ルート開拓等に貢献してほしい。

協議会の利点としては、駐輪場に人をおく場合、常駐が必要なわけではなく、ラッシュ

時に人員を配置すればそれで改善が見込まれるのであるから、協議会で話し合い各々が

出せる人員数を決めて駐輪場に配置する、といったようなものが考えられ、その他にも
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協議会に生徒・学生を含む利用者が参加することによって、一般市民の意向が駐輪場運

営に反映される点等がある。

市内の多数の駅は同様の問題を抱えていると考えられる。この取り組みが軌道に乗り

他の駅にも同様の動きが広まれば市の目指す「自転車でお出かけしたくなる町」に大き

く近づくことが期待でき、観光客の利用も少なくない駅周辺の良好な景観の維持にも寄

与すると考える。

６．おわりに

最後になるが、本提言は駐輪場問題を完全に解決する特効薬とはなり得ないかもしれな

い。だが、この問題を改善するための「エッセンス」を含んでおり、それを多くの人々に

理解してもらいたい。そしてそれが快適な駐輪場実現の一助となることを、我々は切に願っ

ている。

謝辞：今回の提言を作成するにあたっては、熊本大学政策創造研究教育センターの円山

琢也、河村洋子両准教授から適確な助言をいただいた。実験については、ＪＲ水

前寺駅の駅長をはじめとする職員の方々の助けがなければ成立しなかった。関係

者の方々に改めて深甚なる謝意を表するものである。
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･http://www､mlit､go.』p/road/ir/ircouncil/bicycle-environ/4pdf/s１.pdf国土交通省ＨＰ

･http://www・city・kumamotokumamotojp/Content/Web/Upload/file/Bun6431121honpen3､pdf

熊本市ＨＰ
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MasatakaHAMSAKI，ＫｅｉｓｕｋｅＹＡＮＯ，ＢａｎｓｅｉＫＵＮＩＯＫＡ，Ｙｕｋｉ

ＳＵＥＴＡ，ＫｅｎｔａｒｏＭＡＴＳＵＮＡＧＡ，ＹｕｔａｌＳＨＩＧＡＫＩ，Ｓａｔｏｍｉ

ＫＡＷＡＴＡ，ＷａｋａｎａｌＳＨＩＫＡＷＡ，ＲｙｏｔａＫＡＭＩＭＵＲＡ，Ａｙｕｍｕ

ＭＩＺＵＫＩ，ＥｒｉｎａＴＡＧＡＷＡ，MinamiHIRAE，ＹｕｒｉＨＩＲＡＮＯ

Thesedays，bicyclesgetmorepeople'ｓattention，becausetheyareenvironmentally

-friendly・Ｂｕｔｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｓｏｆｏｕｒｕｓｉｎｇａｒｅｎｏｔｓｏｇｏｏｄ，andwetackledtomake

bicycleparkingareasmuchuser-fiFiendly，ａｓｔｈｅｆｉｒｓｔｓｔｅｐｔｏｗａｒｄｔｏｉｍｐｒｏｖｅｔhese

states・Weconductedinterviews，countedthenumberofbicycles，andexperimented

themeansthatwethinkcanchangethesituation・Forvariousreasons，wechoseJR

Suizenjistation,whichisinoneoftheworstconditions､Asaresult,twoidentified

maJorcausesofthesituationarethelackofcommunicationbetweenthestationand

KumamotoCity，ａｎｄthebadmannersamongusers・Weproposetosetupthe

opportunitiｅｓｔopromotecorporationamongtheresidentsthecityandthestationto

improvethesituationsinasustainablemanner．

－９９－
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